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	応用
	抗原情報
	背景
	CTD小分子ホスファターゼ1（CTDSP1）ホモサピエンス この遺伝子は、核ホスファターゼの小C末端ドメインホスファターゼ（SCP）ファミリーのメンバーをコードします。これらのタンパク質は、RNAポリメラーゼIIのC末端ドメインのタンデムヘプタペプチドリピート内のホスホセリン5を特異的に脱リン酸化することにより、転写制御に関与します。コードされているタンパク質は、神経細胞以外の細胞における神経遺伝子サイレンシングに関与し、骨芽細胞分化を阻害する可能性もあります。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。 [RefSeq提供、2011年10月],触媒活性:リン酸化タンパク質 + H(2)O = タンパク質 + リン酸,類似性:1つのFCP1相同ドメインを含む,サブユニット:LDB1と相互作用する可能性がある,組織特異性:普遍的に発現し、脾臓、肺、胎盤で最も高く発現する,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CTDSP1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CTDSP1抗体を用いたHeLa細胞およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CTDSP1 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000に希釈したCTDSP1ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	CTDSP1抗体を用いたマウス脳HELA KB SH-SY5Y 293T 3T3の溶解のウェスタンブロット解析。抗体は1:1000に希釈した。

